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第

回 

 

６
割
が
１
カ
月
に
１
冊
も
本
を
読
ま
な
い 

 
 

 
 
 

※
２
０
２
４
年
９
月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

月
に
１
冊
も
本
を
読
ま
な
い
人
が
６

割
超
に
上
る
こ
と
が
、
文
化
庁
が
９
月

日
に
公
表
し
た
２
０
２
３
年
度
の

「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」
で
判
明

し
た
。
同
じ
調
査
項
目
が
設
け
ら
れ
た

年
度
以
降
で
は
最
も
多
く
、
初
め
て

５
割
を
超
え
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

ネ
ッ
ト
交
流
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の

普
及
が
原
因
と
み
ら
れ
、
文
化
庁
の
担

当
者
は
「
活
字
離
れ
を
顕
著
に
示
し
て

お
り
、
国
語
力
の
養
成
に
影
響
が
出
か

ね
な
い
」
と
危
機
感
を
示
し
て
い
る
。 

 

調
査
は

年
１
～
３
月
、
全
国
の

歳
以
上
の
個
人
６
０
０
０
人
を
抽
出
し

て
郵
便
投
票
で
実
施
。

・
３
％
に
あ

た
る
３
５
５
９
人
か
ら
有
効
回
答
を
得

た
。 

 

１
カ
月
に
読
む
本
の
冊
数
を
尋
ね
る

質
問
は

年
度
以
降
、
５
年
ご
と
に
実

施
。

年
度
調
査
で
漫
画
・
雑
誌
を
除

く
書
籍
（
電
子
書
籍
含
む
）
を
「
１
冊

も
読
ま
な
い
」
と
回
答
し
た
の
は

・

６
％
で
、

年
度
の
前
回
（

・
３
％
）

か
ら

・
３
㌽
増
え
た
。
過
去
４
回
の

調
査
は
い
ず
れ
も

～

％
台
で
、
急

速
に
増
え
た
。 

 

「
１
冊
以
上
読
む
」
は

・
９
％
で
、

前
回
（

・
６
％
）
よ
り

・
７
㌽
減

少
。
冊
数
の
内
訳
は
「
１
、
２
冊
」
が

・
６
％
、「
３
、
４
冊
」
が
６
・
０
％
、

「
５
冊
以
上
」
が
１
・
５
％
と
続
い
た
。

性
別
で
み
る
と
「
０
冊
」
に
男
女
の
差

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
年
代
別
の
分

析
で
は
い
ず
れ
の
年
代
で
も
男
女
問
わ

ず
「
０
冊
」
が
最
多
と
な
る
な
ど
、
年

代
や
地
域
に
よ
ら
ず
本
を
読
ま
な
い
人

の
割
合
は
高
か
っ
た
。
一
方
で
、
本
を

読
ま
な
い
と
回
答
し
た
人
に
イ
ン
タ
ー
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ネ
ッ
ト
で
記
事
な
ど
を
読
む
頻
度
を
尋

ね
る
項
目
で
は
「
ほ
ぼ
毎
日
」
と
の
回

答
が

・
５
％
と
最
多
だ
っ
た
。
文
化

庁
は
「
活
字
離
れ
と
は
言
い
切
れ
な
い
」

と
の
見
方
を
示
す
。 

な
ぜ
本
を
読
む
人
は
減
っ
て
い
る
の

か
。
調
査
結
果
を
詳
し
く
見
る
と
、
そ

の
要
因
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

ま
ず
、
「
読
書
量
が
以
前
と
比
べ
減

っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
人
は

・
１
％

に
上
り
、
前
回
（

年
度
）
の
調
査
か

ら
１
・
８
㌽
増
加
。
同
じ
質
問
項
目
の

あ
る

年
以
降
で
は
最
も
多
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
読
書
量
が
増
え
た
人
は

５
・
５
％
に
と
ど
ま
り
、

年
度
以
降

で
は
最
少
だ
っ
た
。 

 

読
書
量
が
減
少
し
た
人
に
理
由
を
複

数
回
答
で
尋
ね
る
と
、
「
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
に
時
間
が
取

ら
れ
る
」
と
の
回
答
が

・
６
％
で
最

も
多
く
、
「
仕
事
・
勉
強
が
忙
し
く
て

読
む
時
間
が
な
い
」
が

・
９
％
と
続

い
た
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
「
仕
事
・

勉
強
で
多
忙
」
が
ト
ッ
プ
だ
っ
た
が
、

年
度
調
査
で
は
「
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ

ッ
ト
な
ど
」
が
減
少
要
員
と
し
て
初
め

て
ト
ッ
プ
に
浮
上
し
た
。 

 

そ
の
傾
向
は
若
い
世
代
で
顕
著
だ
。

理
由
を
年
代
別
に
見
る
と
、

～

代

は
読
書
量
減
少
の
要
因
と
し
て
「
ス
マ

ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
」
を
挙
げ
た
人

が
最
も
多
い
が
、

～

代
で
は
「
仕

事
・
勉
強
」
が
最
多
。

代
以
上
に
な

る
と
視
力
低
下
な
ど
健
康
上
の
理
由
を

挙
げ
る
人
が
増
え
、

代
で
は
ト
ッ
プ

に
な
っ
て
い
る
。 

 

つ
ま
り
、
ど
の
世
代
で
も
す
べ
か
ら

く
読
書
離
れ
が
進
む
中
、
若
い
世
代
で

は
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
本
に
取
っ

て
代
わ
り
、
中
高
年
は
仕
事
や
視
力
低

下
に
よ
っ
て
本
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
、

と
い
う
構
図
が
見
て
と
れ
る
。 

 

さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
要
因
を
分
析
す

る
の
は
、
「
な
ぜ
働
い
て
い
る
と
本
を

読
め
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
」
（
集

英
社
新
書
）
の
著
者
で
文
芸
評
論
家
の

三
宅
香
帆
さ
ん
だ
。
「
読
書
離
れ
の
原

因
は
、
日
本
人
の
『
長
文
離
れ
』
と
い

う
べ
き
現
象
が
起
き
て
い
る
こ
と
だ
と

考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。 
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三
宅
さ
ん
は
「
長
文
を
読
め
な
く
な

っ
て
い
る
人
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
推
測
。
背
景
と
し
て
情
報
環

境
の
二
つ
の
変
化
を
挙
げ
る
。 

 

一
つ
目
は
「
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
（
テ
ィ

ッ
ク
ト
ッ
ク
」
に
代
表
さ
れ
る
、
「
シ

ョ
ー
ト
動
画
」
を
投
稿
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

普
及
だ
。

秒
ほ
ど
の
短
い
動
画
を
投

稿
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
こ
こ
５
年
ほ
ど
で
爆

発
的
に
広
が
り
、
「
以
前
で
あ
れ
ば
ス

マ
ホ
で
長
文
を
読
ん
で
い
た
人
も
、
ス

マ
ホ
で
動
画
や
画
像
に
時
間
を
使
う
こ

と
が
増
え
た
」
と
み
る
。 

 

二
つ
目
と
し
て
挙
げ
る
の
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

特
有
の
文
章
へ
の
慣
れ
だ
。
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
文
章
は
短
文
で
、
文
脈
の
な
い
細
切

れ
な
語 ご

彙 い

が
中
心
」
と
の
見
方
を
示
し
、

「
長
い
文
章
を
読
む
こ
と
は
、
自
分
か

ら
遠
い
場
所
へ
の
読
解
力
や
想
像
力
を

必
要
と
し
、
自
分
に
と
っ
て
は
ノ
イ
ズ

（
感
心
の
な
い
情
報
）
と
な
る
知
識
も

提
供
さ
れ
る
。
自
分
か
ら
遠
く
、
ノ
イ

ズ
と
な
る
文
脈
を
忌
避
し
て
い
る
人
が

多
い
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し
た
。 

  

          


